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障害者差別解消法が変わり ま す！
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改正後

令和 3 年に障害者差別解消法が改正さ れ、 事業者によ る 障害のある 人への

合理的配慮の提供が義務化さ れま し た。

障害のある 人も な い人も 、 互いにその人ら し さ を 認め合いな がら

共に生き る 社会の実現に向け、 事業者の皆さ ま も ど のよ う な 取組がで き る か、

こ のリ ーフ レ ッ ト を 通じ て考え て いき ま し ょ う ！

努力義務
⇒ 義務

資料２－１
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共生社会の 実現に向けて共生社会の 実現に向けて
～障害者差別 解消法と は～

● 我が国では、 障害のある人も ない人も 、 互いにその人ら し さ を 認め合いながら 、 共に生き る   

● 「 障害者差別解消法」では、 行政機関等及び事業者に対し 、 障害のある人への障害を理由と する 「 不当な差別的取扱い」 を禁止し 、 障害のある人から 申出があっ た場合に「 合理的配慮の提供」

を求めるこ と などを通じ て、「 共生社会」 を実現するこ と を目指し ています。

● 令和３ 年には障害者差別解消法が改正さ れ、 事業者による障害のある人への合理的配慮の提供

● 改正障害者差別解消法は令和 6 年 4 月1 日に施行さ れます。こ のリ ーフ レッ ト が障害のある人

例えば障害のある人が

来店し たと き に…
障害のある 方は

入店お断り です

来店する と き は家族と

一緒に来てく ださ い

ほし い商品がある の

ですが、 目が見えな

いので売り 場が分か

り ません

それなら お求めの商

品の売り 場まで案内

し ますね！

● 障害のあ 

ス の提供 

を 制限す 

禁止さ れ て いま す。

☆「 不当な  差別的取扱い」 について は８ ページ を 参照

不当な  差別的取扱い

● 障害のあ 

あり ます。

● 障害のあ 

対応を 必 

い範囲で  対応する こ と が求めら れま す。

● 「 合理的 

い、 お 互 いに理解し 合いな がら 共に対応案を 検討する こ と が重要で す。

☆「 合理的 配慮の提供」 について は４ ページ を 参照

合理的 配慮の提供

【 障害者】
● 本法における 「 障害者」 と は、 障害者手帳を 持っ て いる 人のこ と

だけで はあり ま せん。

● 身体障害のある 人、 知的障害のある 人、 精神障害のある 人（ 発達

障害や高次脳機能障害のあ る 人も 含ま れま す）、 そ の他心や体の

はた ら き に障害（ 難病等に起因する 障害も 含ま れま す） がある 人

で 、 障害や社会の中にある バリ ア によ っ て 、 日常生活や社会生活

に相当な 制限を 受けて いる 人全て が対象で す（ 障害のある こ ど も

も 含ま れま す）。

障害者
差別解消法
の対象
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共生社会の 実現に向けて共生社会の 実現に向けて
～障害者差別 解消法と は～

  社会（ 共生社会） を実現するこ と を目指し ています。

「 不当な差別的取扱い」 を禁止し 、 障害のある人から 申出があっ た場合に「 合理的配慮の提供」

が義務化さ れまし た。

への差別を解消するための取組を進める一助と なれば幸いです。

 る 人に対し て 、 正当な 理由な く 、 障害を 理由と し て 、 サービ

 を 拒否する こ と や、 サービ ス の提供に当た っ て 場所や時間帯

 る こ と 、 障害のな い人には付けな い条件を 付ける こ と な ど は

 て いま す。

「 不当な  差別的取扱い」 について は８ ページ を 参照

不当な  差別的取扱い 禁止

 る 人は、 社会の中にあ る バリ ア に よ っ て 生活し づら い場合が

 る 人から 、 社会の中にあ る バリ ア を 取り 除く た めに何ら かの

 要と し て いる と の意思が示さ れた と き には、 負担が重すぎ な

 対応する こ と が求めら れま す。

 配慮の提供」 に当た っ て は、 障害のある 人と 事業者が話し 合

 いに理解し 合いな がら 共に対応案を 検討する こ と が重要で す。

「 合理的 配慮の提供」 について は４ ページ を 参照

合理的 配慮の提供 令和 6 年 4 月 1 日から 事業者も 義務

【 事業者】
● 本法における「 事業者」 と は、 商業その他の事業を 行う 企業や団体、 店舗であり 、 目的の営利・

非営利、 個人・ 法人の別を 問わず、 同じ サービ ス等を 反復継続する意思をも って行う 者と なり ます。

● 個人事業主やボラン ティ ア活動をするグループ なども 「 事業者」 に入り ます。

【 分野】

● 教育、 医療、 福祉、 公共交通等、 日常生活及び 社会生活全般に係る 分野が広く

対象と なり ます。

※雇用、 就業については、「 障害者の雇用の促進等に関する法律」（ 昭和 3 5 年法律第 12 3 号） の定めること

によると さ れています。

【 留意事項】

「 合理的配慮」 の内容は、 障害特性や

それぞれの場面・ 状況に応じ て異なり

ます。

また、 障害のある人への対応が「 不当

な差別的取扱い」 に該当するかどう か

も 、 個別の場面ご と に判断する 必要

があり ます。

事業者に おいて は円滑な 対応がで き

る よう 、 主な 障害特性や合理的配慮

の具体例等についてあら かじ め確認し

た 上で 、 個々の場面ご と に 柔軟に 対

応を 検討するこ と が求めら れます！
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合理的配慮の提供と は合理的配慮の提供と は

合理的配慮の具体例合理的配慮の具体例

● 日常生活・ 社会生活において提供さ れている 設備やサービ ス等については、 障害のない人は簡単に利用

でき ても 、 障害のある 人にと っ ては利用が難し く 、 結果と し て障害のある 人の活動などが制限さ れてし

まう 場合があり ます。

● こ のよ う な場合には、 障害のある 人の活動などを 制限し ている バリ アを 取り 除く 必要があり ます。 こ の

ため、 障害者差別解消法では、 行政機関等や事業者に対し て 、 障害のある 人に対する 「 合理的配慮」 の

提供を 求めています。

● 具体的には、

 ①　 行政機関等と 事業者が、

 ②　 その事務・ 事業を 行う に当たり 、

 ③　 個々の場面で、 障害者から「 社会的なバリ アを取り 除いてほし い」 旨の意思の表明があっ た場合に

 ④　 その実施に伴う 負担が過重でないと き に

 ⑤　 社会的なバリ アを 取り 除く ために必要かつ合理的な配慮を 講ずるこ と

　  と さ れています。

● 合理的配慮の提供に当たっ ては、 障害のある 人と 事業者等と の間の「 建設的対話」 を 通じ て相互理解を

深め、 共に対応案を 検討し ていく こ と が重要です（ 建設的対話を 一方的に拒むこ と は合理的配慮の提供

義務違反と なる可能性も あるため注意が必要です）。

※「 意思の表明」 には、 障害特性等によ り 本人の意思表明が困難な場合に、 障害者の家族や介助者など、 コ ミ ュ ニケーショ ン

を支援する者が本人を 補佐し て行う 意思の表明も 含まれます。

※「 合理的配慮の提供」 に当たっ ては、障害のある 人の性別、年齢、状態等に配慮する も のと し 、特に障害のある 女性に対し ては、

障害に加えて女性である こ と も 踏まえた配慮が求めら れるこ と に留意する 必要があり ます。

※合理的配慮の内容は個別の場面に応じ て異なる も のになり ますので 、 以下の例は

あら ゆる 事業者が必ずし も 実施する も のではないこ と 、 また以下の例以外であっ

ても 合理的配慮に該当するも のがあるこ と に留意し まし ょ う 。

物理的環境への配慮
（ 例： 肢体不自由）

意思疎通への配慮
（ 例： 弱視難聴）

ルール・ 慣行の柔軟な変更
（ 例： 学習障害）

【 障害のある人から の申出】

飲食店で車椅子のまま着席し たい。

【 申 出 へ の 対 応（ 合 理

的配慮の提供）】

机に備え付けの椅子を

片付けて、 車椅子のま

ま着席できるスペースを

確保した。

【 障害のある 人から の申出】

難聴のため筆談によ る コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン を 希望し たが、 弱視で も ある

ため細いペン や小さ な文字では読み

づら い。

【 障害のある 人から の申出】

文字の読み書き に時間がかかる ため、

セミ ナーへ参加中にホワイ ト ボード

を最後まで書き 写すこ と ができ ない。

【 申出への対応（ 合理的配慮の提供）】

太いペン で 大き な文字を 書いて 筆談

を 行っ た。

【 申出への対応（ 合理的配慮の提供）】

書き 写す代わり に、 デジタ ルカ メ ラ 、

スマート フ ォ ン 、 タ ブ レ ッ ト 型端末

など で、 ホワイ ト ボード を 撮影で き

るこ と と し た。
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合理的配慮の提供における 留意点（ 対話の際に避ける べき 考え 方）合理的配慮の提供における 留意点（ 対話の際に避ける べき 考え 方）

● 「 合理的配慮」 は、 事務・ 事業の目的・ 内容・ 機能に照ら し 、 以下の３ つを 満たすも ので ある こ と に

留意する 必要があり ま す。

①　 必要と さ れる 範囲で 本来の業務に付随する も のに限ら れる こ と

②　 障害者で な い者と の比較において 同等の機会の提供を 受ける ためのも ので ある こ と

③　 事務・ 事業の目的・ 内容・ 機能の本質的な 変更には及ばな いこ と

● 「 過重な 負担」 の有無について は、 個別の事案ご と に、 以下の要素等を 考慮し 、

   具体的場面や状況に応じ て 総合的・ 客観的に判断 する こ と が必要で す。

　 ①　 事務・ 事業への影響の程度（ 事務・ 事業の目的・ 内容・ 機能を 損な う か否か）

　 ②　 実現可能性の程度（ 物理的・ 技術的制約、 人的・ 体制上の制約）

　 ③　 費用・ 負担の程度

　 ④　 事務・ 事業規模

　 ⑤　 財政・ 財務状況

「 前例があり ま せん」

・  合理的配慮の提供は個別の状況に応じ て 柔軟に検討する 必要があり ま す。 前例がな いこ と は断る 理由に

な り ま せん。

「 特別扱いで き ま せん」

・  合理的配慮は障害のある 人も な い人も 同じ よ う にで き る 状況を 整え る こ と が目的で あり 、「 特別扱い」 で

はあり ま せん。

「 も し 何かあっ たら …」

・  漠然と し たリ スク だけでは断る理由になり ません。 どのよ

う なリ スク が生じ 、 そのリ スク 低減のためにど のよ う な

対応ができ るのか、 具体的に検討する必要があり ます。

「 ○○障害のある 人は…」

・  同じ 障害でも 程度などによっ て適切な配慮が異なり ますの

で、 ひと く く り にせず個別に検討する必要があり ます。

「 合理的配慮」 の留意事項

過重な 負担の判断

☆例え ば次のよ う な 例は合理的配慮の提供義務に反し な いと 考え ら れま す。

● 飲食店において 食事介助を 求めら れた場合に、 その飲食店は食事介助を

事業の一環と し て 行っ て いな いこ と から 、 介助を 断る こ と 。

　  （ 必要と さ れる 範囲で 本来の業務に付随する も のに限ら れる こ と の観点）

● 抽選販売を 行っ て いる 限定商品について 、 抽選申込みの手続を 行う こ と

が難し いこ と を 理由に、 当該商品を あら かじ め別途確保し て おく よ う 求

めら れた場合に、 対応を 断る こ と 。

   （ 障害者で な い者と の比較において 同等の機会の提供を 受ける ためのも の

    で ある こ と の観点）

※上記はあく ま で も 考え 方の一例で あり 、 実際には個別に判断する 必要があり ま す。

☆例え ば次のよ う な 例は合理的配慮の提供義務に反し な いと 考え ら れま す。

● 小売店において 、 混雑時に視覚障害のある 人から 店員に対し 、 店内を 付き 添っ て 買い物を 補助す

る よ う 求めら れた場合に、 混雑時のため付き 添いはで き な いが、 店員が買い物リ ス ト を 書き 留め

て 商品を 準備する こ と を 提案する こ と 。 （ 過重な 負担（ 人的・ 体制上の制約） の観点）

※上記はあく ま で も 考え 方の一例で あり 、 実際には個別に判断する 必要があり ま す。
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「 合理的配慮」には対話が重要です！「 合理的配慮」には対話が重要です！

事業者

( 習い事教室 )

障害のある人の

保護者

（ 発達障害）

建設的対話の具体例①建設的対話の具体例①

う ちのこどもは特定の音に対する聴覚過敏があり 、 飛行機の音が聞こえる

と興奮して習い事に集中できなくなってしまう ので、 飛行機の音が聞こえな

いように、 教室の窓を防音窓にしてもらうことはできますか？

わかりました。 こどもにイヤーマフを持っていかせ、 先生がお手伝いしてく

れるからね、 と言っておきます。

家ではイヤーマフを着用することがあるのですが、 習い事では音声教材等を

利用することもあるので着用させていませんでした。 着用の際には声掛けや

手伝いが必要なので、 習い事でイヤーマフを使うと先生にご迷惑ではないで

しょうか。

防音窓をすぐに設置することは難しいので、 お子さんが習い事に集中できる

よう 、 一緒に他の方法を考えましょう 。 お子さんは、 普段、 飛行機の音が

聞こえないように、 どのよう な対応をしているのですか？

飛行機が通過する時間帯は大体決まっているので、 その際には、 先生がイ

ヤーマフの着用の声掛けやお手伝いをします。 また、 音声教材の使用タイ

ミ ングについても配慮を行うことができます。

防音窓の設置は、 工事も必要だし 、 すぐに対応することは難しいな。 障害

のあるお子さんが習い事に集中できるよう 、 他に、 飛行機の音を聞こえなく

するよう な工夫はあるだろうか？

● 合理的配慮は、 障害のある 人にと っ て の社会的な バリ ア を 除去する こ と が目的で

すので、 ある 方法について 実施する こ と が困難な 場合で あっ て も 、 別の方法で 社

会的な バリ ア を 取り 除く こ と がで き な いか、 実現可能な 対応案を 障害のある 人と

事業者等が一緒にな っ て 考え て いく こ と が重要で す。

● こ のた めには、 例え ば、 普段本人が行っ て いる 対策や、 事業者が今ある 設備で 活

用で き そ う な も のな ど 、 情報を 共有し 、 双方がお互いの状況の理解に努め、 柔軟

に対応策を 検討する こ と が重要で す。

本ケ ース における 建設的対話のポイ ン ト

● 合理的配慮の提供に当たっ ては、 社会的なバリ アを 取り 除く ために必要な対応について、 障害のある 人と

事業者等が対話を 重ね、 共に解決策を 検討し ていく こ と が重要です。 こ のよ う な双方のやり 取り を「 建設

的対話」 と 言います。

● 障害のある 人から の申出への対応が難し い場合でも、 障害のある 人と 事業者等の双方が持っ ている情報や

意見を 伝え合い、 建設的対話に努める こ と で、 目的に応じ て代わり の手段を 見つけていく こ と ができ ます。
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事業者

( ラ イ ブハウス )

障害のある人

（ 車椅子利用者）

建設的対話の具体例②建設的対話の具体例②

車椅子での参加ですね。 このアーティスト のコンサート の通常席は立見席の

みとなっており 、 通常席エリ アを自由に動き回ったり 、 飛んだり 跳ねたり さ

れる参加者が大勢いらっしゃいます。 このため、 バランスを崩した参加者が

車椅子利用者の方に倒れこんでケガをされるおそれがあります。

値段は高くなりますが、 特別席なら他の参加者とぶつかる心配もありません

し 、 通常席にはない特典もありますがいかがでしょう か。

それでは、 例えば通常席のエリ ア内を一部区切って車椅子用スペースを設け

ることとし 、 そのスペースでコンサートを鑑賞していただくという のはいかが

でしょう か。 他の参加者にもお声がけをして、 車椅子用スペースにご配慮い

ただけるように周知をします。

この方法ですと 、 通常席エリ ア内であちこち移動することは難しくなり ます

が、 他の参加者とぶつかる可能性も低くなるので、 安全性を確保した上で、

通常席に参加してもらえると思います。

以前、 通常席で他の参加者と車椅子の方がぶつかってケガをしてしまったこ

とがあったな。 また事故が起きないか心配だ。

障害者差別解消法に基づけば、 過去例だけで一律に判断せず、

個別のお客様に応じて対応を検討する必要があるんだったな。

今の車椅子利用者の方のお話を踏まえ、何か工夫できることはあるだろうか。

● 本ケース のよ う に、 過去例等を 踏ま え る と 当初は対応が困難に思われる

よ う な 場合で あっ て も 、 建設的対話を 通じ て 個別の事情等を 互いに共有

すれば、 事業者と 障害のある 人双方にと っ て 納得で き る 形で 社会的障壁

の除去が可能と な る こ と も あり ま す。 こ のた め、 ま ずは障害のある 人と

の対話を 始める こ と が重要で す。

そちらのライブハウスで開催されるコンサート の通常席チケットを１枚お願い

します。 当日は車椅子で参加する予定です。

車椅子用スペースでの鑑賞でも大丈夫です。 通常席で鑑賞できるよう で安

心しました。

承知いたしました。 それではコンサート 当日は車椅子用スペースを用意して

おくようにします。 ご来場、 お待ちしています。

特別席のチケット は値段が高いので購入が難しいです。 車椅子でも通常席

に参加できるよう な手段は何かないでしょうか。

通常席での参加ができるなら 、 他の立見席の参加者のよう に通常席エリ ア

であちこち自由に動き回れなくても構いません。

本ケ ース における 建設的対話のポイ ン ト
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不当な差別的取扱いと は不当な差別的取扱いと は

● 障害者差別解消法では障害を 理由と する「 不当な差別的取扱い」 を 禁止し ています。

● 企業や店舗など の事業者や、 国・ 都道府県・ 市町村など の行政機関等においては、 例えば「 障害がある」

と いう 理由だけで財・ サービ ス、 各種機会の提供を 拒否し たり 、 それら を 提供する に当たっ て場所・ 時

間帯等を 制限し たり する など、「 障害のない人と 異なる 取扱い」 を する こ と により 障害のある人を 不利に

扱う こ と のないよう にし なければなり ません。

● 具体的には、

　  ①　 行政機関等や事業者が、

　  ②　 その事務又は事業を 行う に当たり 、

　  ③　 障害を 理由と し て、

　  ④　 障害者でない者と 比較し て、

　  ⑤　 不当な（ 正当な理由のない） 差別的取扱いを するこ と

　  等により 、 障害のある人の権利利益を 侵害するこ と が禁止さ れています。

1 2 3

保護者や介助者がいな ければ一律に

入店を断る

障害のあ る 人向け の物件はな い と

言っ て対応し ない

障害がある こ と を 理由と し て、 障害のあ

る人に対し て一律に接遇の質を 下げる

● 正当な 理由があ る と 判断し た 場合は、 障害のあ る 人に そ の理由を 丁寧に 説明し 、

理解を 得る よ う 努める こ と が望ま れま す。

不当な 差別的取扱いの具体例

正当な 理由がある 場合

● 障害のある 人に対する 障害を 理由と し た異な る 取扱いに「 正当な 理由がある 」

　 場合、 すな わち 当該行為が

　 ①　 客観的に見て 正当な 目的の下に行われたも ので あり 、

　 ②　 その目的に照ら し て やむを 得な いと 言え る 場合

　 は「 不当な 差別的取扱い」 にはな り ま せん。

● 「 正当な 理由」 に相当する か否かについて は、 個別の事案ご と に、

　 ・ 障害者、 事業者、 第三者の権利利益

　 　（ 例： 安全の確保、 財産の保全、 事業の目的・ 内容・ 機能の維持、 損害発生の防止等）

　 ・ 行政機関等の事務・ 事業の目的・ 内容・ 機能の維持

　 等の観点から 、 具体的場面や状況に応じ て 総合的・ 客観的に判断する 必要があり ま す。

☆例え ば次のよ う な 例は正当な 理由がある ため、不当な 差別的取扱いに該当し な いと 考え ら れま す。

● 実習を 伴う 講座において 、 実習に必要な 作業の遂行上具体的な 危険の発生が見込ま れる 障害特

性のある 障害者に対し 、当該実習と は別の実習を 設定する こ と 。（ 障害者本人の安全確保の観点）

※上記はあく ま で も 考え 方の一例で あり 、 実際には個別に判断する 必要があり ま す。
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「 も し 何かあっ たら … 」は正当な理由になり ません！「 も し 何かあっ たら … 」は正当な理由になり ません！

● ペース メ ーカ ーを 利用さ れて いる 方について、 一律に判断を せず、 個別事情を よ く 聞いた上で 判断す

る こ と が大切で す。

● こ の例で は、「 ペース メ ーカ ーを 利用し て いる 方は全て 、 ジ ムで 運動する こ と で 体調不良にな る 可能

性が高い。 し たがっ て 、 一律ジ ムへの入会はお断り し た方が良いので はな いか」 と 判断し て おり 、 問

題があり ま す。

● 例え ば、「 普段はど のよ う な 運動を し て いま すか」「 主治医に参加可能な

プ ロ グラ ムについて ご 相談いただけま すか」 な ど の対話を 行っ て 、 利用

者の健康状態や普段の運動への取組状況等を 具体的に確認し て みま し ょ

う 。 その上で 、 個別の事情を 踏ま え て 、 その方の安全確保上、 制限が必

要と 判断さ れた場合にのみ、 必要な 限度で 、 プ ロ グラ ムへの参加を 制限

する と いっ た対応を 行う こ と が必要で す。

☆ 上記の例を 始め、 こ のリ ーフ レ ッ ト で 紹介し た例な ど 、 ケース ご と の考え 方な ど 詳し く 知り たい方は

    こ ち ら を 参照く ださ い。

　  不当な差別的取扱い・ 合理的配慮の提供に係る ケース ス タ ディ 集

　  h t t p s : //w w w 8 . ca o . g o . j p /sh o u g a i /su i sh i n /j i r e i /ca se -st u d y . h t m l

～「 正当な理由」は個別に判断し まし ょ う ～

ペースメーカーを利用されている方からスポーツジムへの入会申込みがあり

ました。

プログラムに参加することで身体に負担がかかり 体調不良になってしまわない

か不安です。

障害のある人の安全の確保のためには、 入会をお断りした方がよいと思うので

すが、 このような場合も 、「 不当な差別的取扱い」 に当たるのでしょうか？

対応のポイ ン ト

例： ペースメ ーカー利用者がスポーツジムの入会を希望している

● 「 正当な理由がある場合」 の判断は、 個別のケースごと に行う こ と が重要です。

● 「 過去に同じ よう なこ と があっ たから 」「 世間一般にはそう 思われているから 」 と いっ た理由で、 一律に判

断を 行う こ と は、「 正当な理由がある 場合」 には該当し ません。 個別の事案ごと に、 具体的場面や状況に

応じ て、 判断を するこ と が必要です。

● また、 そのためには、 障害のある人に対し 、 個別の事情や、 配慮が必要か等の確認を 行う こ と が有効です。

※障害者、 事業者、 第三者の権利利益等の観点を 判断する ためや、 合理的配慮の提供のために必要な範囲で、 プラ イ バシーに

配慮し ながら 、 障害のある 人に障害の状況等を 確認する こ と は、 不当な差別的取扱いには該当し ません。

https://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/jirei/case-study.html
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障害のある 人へ適切に対応する ための

チ ェ ッ ク リ ス ト

障害のある 人へ適切に対応する ための

チ ェ ッ ク リ ス ト

法令の内容と 障害の特性等について理解し まし ょ う

円滑なやり 取り のためには、 法令や障害に関する 理解が重要です。 主な障害特性や合理的配慮の

具体例等についてあら かじ め確認し ておき まし ょ う 。

● 内閣府のポータ ルサイ ト では、障害者差別解消法の概要や、障害特性ごと の「 合理的配慮の提供」

に関する事例等を 紹介し ています。

　 障害者の差別解消に向けた理解促進ポータ ルサイ ト

　 ht tp s://sh o ug a ish a -sa b e tu ka ish o u .g o . j p

障害のある人にと っ てのバリ アと なる社内のルールやマニュ アル、 設備

等がないか確認し まし ょ う

主な障害特性や合理的配慮の具体例等について確認し たら 、 障害のある 人へのサービ ス提供等を

実質的に制限し てし まう よ う なルールがないか、 社内マニュ アル等を 改めて見直し ておく こ と も

重要です。 ま た、 障害のある 人から 申出があっ た場合には、 ルールを 理由に一律お断り を する の

ではなく 、 その都度、 柔軟に対応を 検討し まし ょ う 。

合理的配慮が提供し やすく なるよう 、 施設や設備の見直し を 行う こ と も 有効です。

● マニュ アルの見直し や研修の実施等のソ フ ト 面の対応や、 施設のバリ アフ リ ー化等のハード 面

の対応と いっ た、 合理的配慮を 的確に行う ために、 不特定多数の障害者を 対象と し て行う 事前

改善措置のこ と を 「 環境の整備」 と いいます（「 環境の整備」 は努力義務）。

● 内閣府のポータ ルサイ ト では「 環境の整備」 の事例についても 紹介し ています。

対話による相互理解と 、 共に解決策を検討するこ と の大切さ を理解し ま

し ょ う

障害のある 人の障害特性や個別の状況によ っ て 、 必要な対応は異なり ます。 障害のある 人と 事業

者が対話を 通じ てお互いに理解し 合い、 障害のある 人にと っ ての社会的なバリ アを 除去する ため

の対応案を 共に検討し ていく こ と の重要性を 、 皆で共有し まし ょ う 。

社内で相談対応ができ るよう 備えまし ょ う

障害のある 人等から 相談を 受けたと き に対応す

る 相談窓口を 事前に決めて おき 、 組織的な 対応

がで き る よ う にし ま し ょ う 。 相談窓口は、 既存

の顧客相談窓口や、 担当者でも 構いません。

https://shougaisha-sabetukaishou.go.jp
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事業者向けガ イ ド ラ イ ン （ 対応指針） について事業者向けガ イ ド ラ イ ン （ 対応指針） について

コ ラ ム： 障害の「 社会モ デル」 と はコ ラ ム： 障害の「 社会モ デル」 と は

● 事業を 所管する 国の行政機関は、 事業者が適切に対応でき る よ う にする ために、 不当な差別的取扱いや合

理的配慮の具体例を 盛り 込んだ「 対応指針」 を 定めるこ と と さ れています。 事業者は「 対応指針」 を 参考

にし て、 障害者差別の解消に向けて自主的に取り 組むこ と が期待さ れています。

● 事業者が法律に反する 行為を 繰り 返し 、 自主的な改善を 期待する こ と が困難な場合等には、 国の行政機関

に報告を 求めら れたり 、 助言、 指導若し く は勧告を さ れる場合があり ます。

● 事業者の事業を 所管する国の行政機関の作成し た「 対応指針」 については、下記のサイ ト に掲載し ています。

合理的配慮の具体例や業種ごと の留意事項等を 確認する際には「 対応指針」 も あわせて参照し まし ょ う 。

⇨  内閣府 HP（ 関係府省庁所管事務分野における対応指針）　

    h t t p s://w w w 8 .ca o .g o . j p /sho ug a i/su ish in /sa b eka i/t a io sh ish in .h tm l

⇨  相談窓口一覧　

    ht tp s://w w w 8 .cao .g o .j p /sho ug a i/su ish in/sab eka i/p d f/so ud an/ta io u _ sh ish in .p d f

● こ のリ ーフ レ ッ ト では、 障害のある人が日常生活や社会生活で受ける様々な制限（ バリ ア） を 取り 除く た

めに行う べき こ と などについて紹介し てき まし た。

● 共生社会を 実現するために、 障害のある人が直面するバリ アを 取り 除いていく と いう 考え方は、 障害者権

利条約の基本理念である障害の「 社会モデル」 の考え方を 踏まえたも のです。

● 障害の「 社会モデル」 と は、 障害のある 人が日常生活又は社会生活で受ける様々な 「 制限」 は、 障害のあ

る 人ご 自身の心身のはたら き の障害のみが原因なのではなく 、 社会の側に、 様々な障壁（ バリ ア） があ

るこ と によっ て生じ るも の、 と いう 考え方です。

※障害の「 社会モデル」 に対し 、 障害は個人の心身のはたらきの障害によるも のであると いう 考えを「 医学モデル」 と いいます。

● 障害のある 人も ない人も 分けへだてなく 活動でき る 共生社会の実現のためには、 こ のよ う

な考え方に基づき 、障害のある人の活動や社会への参加を 制限し ている様々な障壁（ バリ ア）

を 取り 除く こ と が重要です！

【 社会モデルの考え方】

● 階段し かないので、 2 階には上がれない

▶「 障害」 がある

車椅子の方は、 何も 変わっ ていない

変わっ たのは、 あく までも 周囲の環境

● 「 社会モ デル」 の考え 方に基

づけば、「 階段」と いう 障壁（ バ

リ ア） がある こ と で車椅子の

方に「 障害」 が生じ ている こ

と になり ます

● エレ ベータ ーがあれば、 2 階に上がれる

▶「 障害」 がなく なっ た！

①社会におけ
る事物

通行・ 利用し にく い施設、
設備など

②制度 利用し にく い制度など

③慣行
障害のある 方の存在を 意識
し ていない慣習、 文化など

④観念 障害のある方への偏見など

＜社会的障壁（ バリ ア）の例＞

https://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai/taioshishin.html
https://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai/pdf/soudan/taiou_shishin.pdf


困っ たと き は…困っ たと き は…

☆「 不当な差別的取扱い」 を し な

いよ う にする にはど う すれば

よいのか、「 合理的配慮の提供」

を 求めら れた が、 ど のよ う に

対応すればよ いかわから な い

…な ど、 障害者差別解消法に

関し 困り ご と があれば、 ま ず

は地域の身近な 相談窓口に相

談し てく ださ い。

☆こ のリ ーフ レッ ト をダウンロード し たい方はこ ちら

障害者差別解消法が変わり ます！（ リ ーフ レ ッ ト )

h t t p s://w w w 8 .ca o .g o . j p /sh o ug a i/su ish in /sa b eka i _ l e a f l e t -r0 5 .h tm l

※こ のリ ーフ レ ッ ト の文章やイ ラ スト については、 出典を 明記いただければ引用や二次利用を 含め、

自由にご利用いただけます。

☆こ のリ ーフ レッ ト で紹介し た例や、 ケースごと の考え方など

詳し く 知り たい方はこ ちら

不当な差別的取扱い・ 合理的配慮の提供に係るケーススタ ディ 集

ht t p s://w w w 8 .ca o .g o . j p /sh o ug a i/su ish in /j i re i/ca se-stud y.h tm l

☆障害者差別解消法の概要や障害特性ごと の「 合理的配慮の提供」 に関する

事例等を知り たい方はこ ちら

障害者の差別解消に向けた理解促進ポータ ルサイ ト

ht t p s://sho u g a ish a -sab e tu ka ish o u .g o . j p /

●自治体の相談窓口

内閣府政策統括官（ 政策調整担当）付

障害者施策担当

住所： 〒1 00 -8 914  東京都千代田区永田町 1 -6 -1　

　 　 　 中央合同庁舎 8 号館

電話： 0 3-525 3-211 1　

フ ァ ッ ク ス： 03 -35 81 -09 02

ホームページ：

http s://w w w 8 .cao .go .j p /sho uga i/ind ex.htm l

https://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai_leaflet-r05.html
https://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/jirei/case-study.html
https://shougaisha-sabetukaishou.go.jp/
https://www8.cao.go.jp/shougai/index.html

